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堰

り
日
の
キ
ラ
キ
ラ
さ
ん

膏

東飯田 下右田

小野 昌則 さん

昼塁

今
月
の
キ
ラ
キ
ラ
さ
ん
は
、
東
飯
田

（
下
右
田
）
の
小
野
昌
則
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
小
野
さ
ん
は
、
令
和
５
年
度
よ
り
下
右
田
地
区

の
区
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「初
め
て
区
長
に
な
り
、
福
祉
委
員
研
修
会
や
区
長
懇
談
会
に
参

加
し
、
色
爬
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
事
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

う
ち
の
地
区
で
も
是
非
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
た
い
。
」
と
、
と
て
も

前
向
き
で
若
い
力
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
力
強
い
言
葉
の
背
景
に
は

「
一
緒
に
住
ん
で
い
る
両
親
が
、
段
々
歳
を
取
る
姿
を
間
近
で
見
て

い
て
、
家
に
い
る
時
間
が
増
え
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
る

様
な
気
が
し
て
い
る
。
サ
ロ
ン
が
出
来
れ
ば
、
ま
た
つ
な
が
り
や
楽

し
み
が
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て

欲
し
い
。
」
と
い
う
悪
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
小
野
さ
ん
は
、
４
人
の
子
の
父
で
あ
り
、
子
ど
も
達
と
ス

ポ
ー
ツ
で

一
緒
に
汗
を
流
し
た
り
、
習
い
事
の
送
迎
や
学
校
の
Ｐ
丁

Ａ
活
動
に
と
て
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
現
在
、
東
飯
田
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

親
世
代
、
子
ど
も
世
代
の
事
を
我
々
世
代
が
で
き
る
事
で

一
生
懸

命
す
る
姿
こ
そ
、
ま
さ
に
地
域
共
生
社
会
の
第

一
歩
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
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事

業

の
お
知

ら

せ

「
軽
度
生
活
援
助
事
業
」

軽
度
生
活
援
助
事
業
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

・
自
宅

で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
う
思
い
に
寄
り
添
い
、
高
齢

者
等
の
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
す
る
こ
と
に
目
的
が

あ
り
ま
す
。

家
の
周
囲
の
革
刈
り
や
庭
木
の
剪
定
、
壁
や
塀
に
巻

き
付
い
た
蔓
と
り
、
重
た
い
も
の
の
運
び
出
し
、
溜
ま
っ

た
落
ち
葉
や
雨
樋
の
詰
ま
り
の
掃
除
、
軽
微
な
修
繕
な

ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
生
活
の
困
り
ご
と
に
対
し
て
、

「
困

っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
気
持
ち
で
援
助
員
に

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
が
そ
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【対
象
】

九
重
町
に
お
住
い
の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

・

高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
等
支
援
が
必
要
な

世
帯

【費
用
】

〓
一十
分
あ
た
り
五
百
円

※
九
重
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
補
助
が
あ
り
ま
す

【申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
】

九
重
町
社
協

生
活
支
援
係

（
７
６
１
２
５
０
０
）

| 九重町社会福祉協議会の活動についてのお問い合わせ 。ご意見・ご要望は          |
1     電言舌76-2500 FAX76-3835 まで、お気軽にお寄せ<ださい。 |

曹  も く じ  孵
嶋
2P共 同募金運動 月間  

｀

ここサポ便 り
3P寄 り合いカフェ

子育て交流センター

4P ll月 のカレンダー

お知 らせ

ち ょつとひ とこと  雌
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10月 1日 から12月 31日 は赤い羽根共同募金の運動期間です
昨年度、人分県共同募金会から九重町社会福祉協議会への配分金は1,714,517円でした。九重町では次の

ような事業に使われました。

【事業別の割合】
障がい児者福祉
◆コスモスのつどい

「―障がい児者福祉3%

高齢者福祉
270/0

高齢者福祉
◆ひとり暮らし高齢者の集い

孤独感の解消とお互いの親睦を図るためlSj年は

会食会をしていましたが、昨年度はコロナ禍で開
催できなかったため、民生委員・児童委員のご協
力で、ひとり暮らし高齢者宅の訪間を行いました。

◆給食サービス事業

高齢者世帯の食生活の改善、健康維持増進及び
社会孤立の解)肖等を図るため配食を行いました。

福祉育成・援助活動
◆広報紙発行事業

地 i或 住民の方に対 して、社会福祉協議会の活動
や福祉に関するさまざまな情報を掲載した広報紙
「すまいるJを発行しました。

障がい者の社会参力]を 目的に、
ンを行いました。

レクリエーシ∃

◆おもちゃ図書館

子どもたちがおもちゃで楽 し<遊び、経験を通
して地 i或 で心豊かに育つことを目的として、おも

ちゃの貸出をしています。

歳末たす けあい
◆広報紙発行事業

地 i或 住民の方に対 して、社会福祉協議会の活動

や福祉に関するさまざまな情報を掲載 した広報紙
「ふれあい」を発行 しましたЭ

◆玖珠郡災害ボランティアネットワーク協議会

災害時に備えての研修やボランティア活動に対

応できる体制を確立するための助成をしました c

◆災害時用備品

災害時に備えて備蓄品を購入しました。

今年も皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

鷲:5言 :襲 [重暑‖:3屹吾‐至12
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彗

箋ま る 一 カ  題 と 問 頼 が  で と し到 た よ
重 ド 2員    作業後の素敵な笑顔 |   |
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９
月
１３
日
に
人
と
人
、
人
と
地
城
の
つ
な
ぎ
戻
し
を
目
的
と
し
た

寄
り
合
い
カ
フ
エ
を
甲
斐
義
信
さ
ん

（
北
方
下
）
の
庭
先
で
行
い
ま

し
た
。

当
日
は

「
＜
ら
し
の
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
飯
田
」
の
活
動
会
員
の

方
が
会
場
や
飲
み
物
等
を
準
備
し
ま
し
た
。
縁
側
に
座

っ
て
の
茶
飲

み
話
の
よ
う
な
寄
り
含
い
カ
フ
エ
に
は
近
所
の
方
な
ど
に
名
が
集
ま

り

「
ス
し
ご
り
じ
ゃ
ね
―
」

「
元
気
や

っ
た
ね
Ｐ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
声

を
か
け
、
昔
話
や
体
調
の
こ
と
、
野
菜
作
り
の
話
な
ど
、
い
つ
も
は

静
か
な
庭
先
に
賑
や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
で
地
域
の
方
と
会
う
機
会
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う

甲
斐
さ
ん
は
、
こ
ん
な
に
人
が
来
た
の
は
ス
し
ぶ
り
だ
と
時
折
笑
顔

を
見
せ
て
＜
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
作
り
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と

で
、
さ
れ
い
に
植
え
て
る
畑
を
見
て
皆
さ
ん
関
心
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も

つ
な
が
り
づ
＜
り
の
た
め
に
地
域
の
縁
側
へ
出
か
け
て
い

き
ま
す
。

縁
側
で
お
し
や
べ
り
が
弾
み
ま
す
♪

「
り

っ
ぱ

な

カ

ボ

て
ま

す

ね

ぇ
！

」

ほ
笑
む
甲
斐
さ
ん

チ

ャ
が

出

来

の
言
葉

に
ほ

υ★も十U★0カ ★ ★υベル0★υ★u★ ★0★ ★ ★υベル0★

11月の 予 定

11/25(土)お楽しみバス遠足
|

*詳しくは交流センター便り「ブレーメンズ」でお知らせします
【開 館 日 】火 ～ 土  【休館日】日、月、祝祭日

[開館時間】8130～ 17100
〒879‐ 4722 玖珠郡九重町大字弓1治 508-1

tel:0973-73‐ 2666//fax:0973-73-2670

*ベビニコニコ広場*

天気に恵まれたので水遊びをしま

した |シ ャワーでお花に水やりを

してくれるりLil優 しい子どもたちに

ほつこりした気持ちになり __

～夏休みの思い出②～

/

*わ くわくFA場 *

8月 最後のわくわく広場は自分

の手や足を使ってスタンプ !2色
の絵の具が混ざる様子に興味津尺

の子どもたち。自信に満ちた笑顔

で作品を見せてくれる姿に感動し

ました |

ました。午後からは小学生

も水遊びを楽しみました ♪

♪イベントのご案内♪

(小学生対象 1要申込)

10月 28日バス遠足 (源流探検 )

みなさんは川の始まりを411っ てしヽ

ますか ?源流の水はどんな味がす

るのだろう?高原にしか咲かない

1花や紅葉など九重町の豊かな自然

|を満喫できますよ !

ン≧碑九 事蒲た
父 摘 tフ ト

(児 童館・子育て支援事業・
フアミリーサポートセンター)

ヽ ヽ

L嘔

[1はF___登」_____」
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時々娘 と二人で食事を作るのですが、

最近はとても手際が良 く、今まで食べ

たことのないオシャレな料理が出来上

が つて ビック リすることがあ ります。

どこで覚えたのかを尋ねると、食べ歩

きやスマホアプ リでの検索もあるけど、

職場の先輩の方達 に教えて頂 <こ とが

多いようです。

周 りの方達のア ドバイスやサポー トっ

てす ごいですね。娘の成長は本当にう

野上公民館

111上 1飯田ls~lれ あい夢食堂 飯田公民館 10100～ 123027 F: 子育て交流センター休館日l : I J__ り又田 ′0ヽ 4し r_lυ ,T艮 呈  副又rl」 2蜃 ぃo星 6 1υ  υυ～ |∠ OU ∠ノ   ,  す 電 し紋

14100´-15i30

131月 1子育て交流センター休館日          129,水
|   |

14 大 手話奉仕員養成講座 【福】 1900～ 2100   1301木 1全里
~ 

ヨニ甲
広場 【子】10:30～ 1li30

i T ⌒  」 日U十 上 ネ ー ´ □円 |工 ヽ ¨  :υ  VV 乙 [υ V   υ υ l」 ｀

|ス ホ ー ン リ ズ ム ト レ ー ニ ン グ

1,11呉通堡葎燈R_13_1:|::11:|::     | |
柘 本

|
|     【福】福祉センター 【子】子育て交流センター
| ★行芋や ll lll・ 場 ll l・ 、細,I、 で変更になる二とがあります

～地域共生社会ヘー歩前進～

「 <ら しのサポー トセ ンター東」が実施 してい
る同 じ地 i或 に住 む住 民 同士の支 え合 しヽの活動 に
「地 1或 生活支援センターはぎの ここのえ夢ステー
シ ∃ンJの ご利用者が参カロして くれることl_な り
ま した c

障がいがあっても、できることは沢山あります。
その本人達の力を地 i或 で発揮する ことはできない
か ?その力を、ち ょっと した困 りごとを抱 えた高
齢者や障がいのある方展へつなげる ことはできな
いだろうか ?同 じ地区に暮 らす誰もが、支え支え
られることができるのではないか ?そ んな「 <ら
しのサホー トセ ンター東」の願いか ら、具体的な
協議が進み、この協働作業の契約が実現 しま した。

今後、利用会員の依頼 を受け、 くら しのサホー

トセンター東の活動会
員の一員として地 1或 デ
ビューする日が間近に
迫っていますЭ共に活
動することでお互しヽを
理解 し、理解を超えて
認め合える地 1或 へ…地
i或 共生社会の実現に向
けてまた一歩前進 して
います。1話 し 含 しヽ の 様 子

:


